
　東日本大震災により犠牲になられた方々を追悼するため、７月９日に市総合体育
館で合同追悼式を執り行いました。ご遺族やご来賓の方々が献花を行った後、小玉
郷土芸能クラブがじゃんがら念仏踊りを披露し、鎮魂の祈りを捧げました。

石炭・化石館「ほるる」
夏期特別企画展
「いわきの海の物語～アンモナイト
ワールドへようこそ！～」　

勿来関文学歴史館企画展
「和の腰まわり」　　　　　

東日本大震災に関する写真募集

創
り
た
い
　ゆ
た
か
な
明
日
、　伝
え
た
い
　誇
れ
る
い
わ
き
。
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／
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平成23年（2011）No.541

特　集

　印籠やたばこ入れなど、江戸時代などに腰まわり
を飾った品々を紹介して
います。
と　　き　～９月20日㈫
開館時間　９時～17時
　（入館は16時30分まで）
観 覧 料　一般＝320円、
　中学・高校・高専・大
　学生＝210円、小学生＝
　160円

　本市内の様子や被害状況などを記録として保存し、
後世に引き継ぐため、３月11日から４月30日までの
間に撮影した写真データ（デジカメ・携帯）を電子
メールで募集しています。
募集期限　８月31日㈬

　市内外から発掘されたアンモナイトの化石や標本
などを展示し、アンモナイトの移り変わりと生活の
様子や最新の学説、同館付近からたくさんの種類の
アンモナイトが発見される理由などを紹介していま
す。
と　　き　～８月31日㈬
開館時間　９時～17時（入館
　は16時30分まで）
休 館 日　８月16日㈫
観 覧 料　一般＝630円、中
　学・高校・高専・大学生＝
　420円、小学生＝320円

　　　　　　　　　震災と原発事故により甚大な被
　　　　　　　　害を受けた本市を応援する「がん
ばっぺ！いわきナイター」を、巨人―中日戦が行わ
れた東京ドームで開催しました。
　東京ドーム内に設置した本市ＰＲブースでは、ト
マトやキュウリ、シイタケなどの農産物を販売した
ほか、来場者をフラガールが出迎えました。また、
試合前には、市長らによる両選手代表へのトマトの
贈呈や招待された被災地区
の中学生が始球式を行った
ほか、フラガールたちがフ
ラダンスを披露するなど、
会場は復興に向けた温かい
雰囲気に包まれていました。

７/１
　　　　　　　　　　「天までとどけ　のはらうたコ
　　　　　　　　　ンサートinいわき」が、草野心平
記念文学館で開催されました。
　会場を訪れた多くの
方々は、詩の朗読やピア
ノとバイオリンの伴奏に
よる歌を聴きながら、穏
やかで心温まるひととき
を楽しんでいました。

７/ ９

　　　　　　　　　　アクアマリンふくしまが、震災
　　　　　　　　　以来４カ月ぶりに営業を再開しま
した。開館前の式典では、
４月に避難先で生まれた
ゴマフアザラシの赤ちゃ
んの命名式も行われ「き
ぼう」と名付けられまし
た。来館した子どもたち
は水槽を泳ぐ魚たちに、
目を輝かせていました。

７/ 15

☎65－6166

広報広聴課広報係　☎22－7402
Eメール　kohokocho@city.iwaki.fukushima.jp

唐
花
文
更
紗
一
つ
提
げ
た
ば
こ
入
れ

（
平
成
九
年
度
㈱
ぼ
く
み
つ
寄
贈

掛
川
市
二
の
丸
美
術
館
所
蔵
）

☎42－3155

本市産出の「異常巻ア
ンモナイト」

いん ろう

いわき市HP 携帯用HP

休日当番医・日曜当番医・休日歯科診療はP19をご覧ください。

東日本大震災関連特集‥‥‥‥‥‥‥２～５
熱中症を防ぐために‥‥‥‥‥‥‥‥６・７
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特
集

緊急消防援助隊や各消防本部が合同で
の捜索活動の様子

東日本大震災関連特集

　

東
日
本
大
震
災
の
発
生
以

降
、
本
市
の
復
旧
等
に
向
け
て

は
、
全
国
各
地
の
皆
さ
ん
か
ら

物
的
・
人
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

救
援
物
資
に
つ
い
て
は
、
水

（
約
八
十
七
万
八
千
リ
ッ
ト

ル
）
や
毛
布
（
約
九
万
三
千

枚
）
、
パ
ン
・
お
に
ぎ
り
（
約

四
十
六
万
三
千
食
）
、
カ
ッ
プ

麺
（
約
二
十
七
万
食
）
、
レ
ト

ル
ト
食
品
（
約
十
五
万
三
千

食
）
な
ど
、
約
百
品
目
に
わ
た

る
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
延
べ
約
三
万
二
千
人
も

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に

も
活
動
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

七
月
一
日
現
在
で
、
他
自
治

体
等
か
ら
の
応
援
職
員
数
は
、

延
べ
約
六
千
五
百
人
（
自
衛
隊

を
除
く
）
を
超
え
、
い
わ
き
の

復
旧
に
直
接
関
わ
る
現
場
で
活

動
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

自
衛
隊
部
隊　

郡
山
市
第
六

　

高
射
特
科
大
隊
、
上
越
市
第

　

二
普
通
科
連
隊
、
米
子
市
第

　

八
普
通
科
連
隊
ほ
か

国
の
機
関　

経
済
産
業
省
、

　

財
務
局

自
治
体
等　

由
利
本
荘
市
、

　

高
萩
市
、
足
利
市
、
前
橋
市
、

　

鶴
ヶ
島
市
、
伊
奈
町
、
東
京

　

都
港
区
、
東
京
都
市
長
会
、

　

新
発
田
市
、
五
泉
市
、
魚
沼

　

市
、
岐
阜
市
、
本
巣
市
、
西

　

尾
市
、
四
日
市
市
、
東
近
江

　

市
、
松
江
市
、
玉
野
市
、
福

　

山
市
、
宇
部
市
、
周
南
市
、

　

山
陽
小
野
田
市
、
高
松
市
、

　

丸
亀
市
、
坂
出
市
、
観
音
寺

　

市
、
内
子
町
、
長
崎
県
、
長

　

崎
市
、
大
分
県
、
延
岡
市

緊
急
消
防
援
助
隊　

千
葉
県

　

隊
、
神
奈
川
県
隊
、
群
馬
県

　

隊
、
静
岡
県
隊
、
岐
阜
県
隊
、

　

滋
賀
県
隊

県
内
消
防
本
部　

郡
山
地
方

　

広
域
消
防
組
合
、
須
賀
川
地

　

方
広
域
、
喜
多
方
地
方
広
域

　

市
町
村
圏
組
合
、
安
達
地
方

　

行
政
事
務
組
合
、
会
津
若
松

　

地
方
広
域
市
町
村
圏
整
備
組

　

合

水
道
事
業
体　

会
津
若
松
市
、

　

郡
山
市
、
双
葉
地
方
水
道
企

　

業
団
、
古
殿
町
、
北
茨
城
市
、

　

坂
東
市
、
守
谷
市
、
桐
生
市
、

　

さ
い
た
ま
市
、
坂
戸
・
鶴
ヶ

　

島
水
道
企
業
団
、
東
京
都
、

　

神
奈
川
県
、
横
浜
市
、
甲
府

　

市
、
福
山
市
、
北
九
州
市
、

　

大
分
市
、
杵
築
市
、
別
府
市
、

　

唐
津
市
、
西
佐
賀
水
道
企
業

　

団
、
島
原
市
、
長
崎
市
、
延

　

岡
市
、
日
向
市
、
都
城
市
、

　

宮
崎
市
、
阿
久
根
市
、
鹿
屋

　

市
、
薩
摩
川
内
市
、
垂
水
市
、

　

浦
添
市
、
沖
縄
県
、
名
護
市
、

　

那
覇
市　

　　　　　　保健福祉課社会係　☎22－7451
　７月15日㈮現在、被災者の生活支援および
市の復旧・復興のために、 3,479 件 、
1,072,416,646円の義援金が寄せられてい
ます。
○被災者に対する生活支援分
　いわき市義援金配分委員会の決定により、
４月16日から次の対象者に１世帯当たり５万
円を支給しています。
　①住家が全壊または半壊した世帯
　②福島第一原子力発電所から30㎞の圏内に
　　居住していた世帯（原子力災害対策特別
　　措置法に基づき、屋内退避を指示された
　　世帯）
　＜支給額＞　11,672件　583,600,000円
○市の復旧および復興分
　今後の復旧・復興の取り組みに当たっての
貴重な財源として、有効に活用します。

東日本大震災いわき市義援金
の寄託額や配分状況

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇

―「心より感謝申し上げます。」―

全国の多くの皆さんから
　温かいご支援をいただいております
全国の多くの皆さんから
　温かいご支援をいただいております

応
援
い
た
だ
い
て
い
る

行
政
機
関

物
的
・
人
的

さ
ま
ざ
ま
な
支
援

港区長に感謝の意を伝える
いわき市長

広報いわき　23. 8　2

特
集

　

い
わ
き
市
議
会
六
月
定
例
会

が
、
六
月
十
六
日
か
ら
三
十
日

ま
で
の
十
五
日
間
の
会
期
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
で
は
、

一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
を
合

わ
せ
て
、
総
額
三
十
三
億
五
千

六
百
五
十
一
万
円
に
上
る
補
正

予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
十
九

議
案
が
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し

た
。市

長
か
ら
の
行
政
報
告

○
本
市
の
東
日
本
大
震
災
か
ら

　

の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
進

　

め
方
に
つ
い
て

　

復
旧
・
復
興
に
当
た
っ
て
は
、

ま
ず
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・

安
心
の
確
保
と
生
活
再
建
を
第

一
に
、
一
時
提
供
住
宅
を
中
心

と
し
た
生
活
再
建
の
基
盤
確
保

を
は
じ
め
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
や

風
評
被
害
な
ど
に
よ
る
地
域
経

済
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
は
雇
用

の
確
保
な
ど
、
被
災
さ
れ
た

方
々
の
生
活
支
援
を
中
心
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
生
活
再
建
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
い
わ
き
の
再
生
と
復
興
に

向
け
た
「
復
旧
・
復
興
計
画
」

を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　

計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

国
や
県
の
計
画
と
の
整
合
を
図

る
と
と
も
に
、
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
収
束
の
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
「
市
民
の
皆

さ
ん
の
安
全
・
安
心
の
最
大
限

の
確
保
」
と
「
震
災
前
よ
り
も

さ
ら
に
活
力
を
備
え
た
ま
ち
の

創
造
」
の
二
点
を
重
視
す
る
考

え
方
に
立
ち
な
が
ら
、
可
能
な

限
り
早
期
に
取
り
ま
と
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
計

画
の
取
り
ま
と
め
に
当
た
っ
て

は
、
各
分
野
の
専
門
家
等
か
ら

な
る
検
討
委
員
会
や
市
民
の
皆

さ
ん
に
よ
る
委
員
会
な
ど
を
設

置
し
、
幅
広
い
ご
意
見
を
お
聴

き
し
な
が
ら
、
災
害
に
強
い
安

全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
は
も

と
よ
り
、
本
市
の
特
性
を
生
か

し
た
「
エ
コ
日
本
一
の
ま
ち
づ

く
り
」
や
「
世
界
に
誇
れ
る
新

産
業
・
研
究
都
市
づ
く
り
」
な

ど
「
ふ
る
さ
と
・
い
わ
き
」
の

創
造
的
復
興
を
目
指
し
「
オ
ー

ル
い
わ
き
」
で
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

○
小
名
浜
港
の
国
際
バ
ル
ク
戦

　

略
港
湾
選
定
に
つ
い
て

　

昨
年
八
月
三
日
、
福
島
県
が

小
名
浜
港
を
「
石
炭
」
の
品
目

に
よ
り
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾

に
応
募
し
て
以
来
、
官
民
一
体

と
な
り
、
要
望
活
動
を
積
極
的

に
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
去

る
五
月
三
十
一
日
に
、
国
土
交

通
大
臣
か
ら
結
果
が
公
表
さ
れ
、

小
名
浜
港
が
石
炭
の
港
湾
と
し

て
選
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
回
の
選
定
に
よ
り
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
っ
て
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
小
名
浜
港
の
早
期

復
興
と
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
小
名
浜
港
東
港
地
区
の
着

実
な
整
備
な
ど
、
港
湾
機
能
の

高
度
化
に
向
け
て
、
大
変
意
義

あ
る
も
の
と
受
け
止
め
て
い
ま

す
。
市
と
し
て
は
、
南
東
北
の

産
業
経
済
を
支
え
る
国
際
物
流

拠
点
と
し
て
の
小
名
浜
港
の
着

実
な
整
備
促
進
と
、
取
扱
貨
物

量
の
増
大
に
期
待
す
る
と
と
も

に
、
今
後
と
も
小
名
浜
港
の
利

用
促
進
の
た
め
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

○
久
之
浜
・
大
久
地
区
に
お
け

　

る
仮
設
店
舗
整
備
事
業
に
つ

　

い
て

　

久
之
浜
・
大
久
地
区
で
は
現

在
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
自
宅
に

戻
り
つ
つ
あ
る
中
、
が
れ
き
の

撤
去
な
ど
、
復
旧
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
日
常
生
活
に
必

要
な
食
料
品
や
衣
類
な
ど
を
調

達
す
る
た
め
の
商
店
街
の
再
生

に
は
、
期
間
を
要
す
る
状
況
で

す
。
こ
の
た
め
、
当
該
地
区
に

お
け
る
商
業
者
の
支
援
と
、
地

域
住
民
の
利
便
性
の
確
保
を
図

る
た
め
、
久
之
浜
第
一
小
学
校

の
校
庭
の
一
角
に
、
本
年
八
月

中
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
、

仮
設
店
舗
を
整
備
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
市
で
は
食
料
品
店

を
は
じ
め
、
飲
食
店
や
理
容
店

を
導
入
す
る
な
ど
し
て
、
同
地

区
の
商
店
街
の
早
期
の
再
生
に

向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

主
な
議
案

○
い
わ
き
市
長
等
の
給
与
の
特

　

例
に
関
す
る
条
例
の
改
正
に

　

つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
市
長
等
の
給
与
を
減

額
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。
施
行
日
は
七
月

一
日
で
す
。

▶災害援護資金貸付金＝
　17億460万円
▶公共施設災害復旧事業費＝
　６億6,317万８千円
▶原子力災害対策事業費＝
　１億5,011万２千円
▶中央卸売市場事業特別会計
　＝２億9,687万１千円

主な補正予算

市
議
会
６
月
定
例
会
を
開
催

市
議
会
６
月
定
例
会
を
開
催

東日本大震災関連特集
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体育施設など

再開済

休館中

総合体育館、勿来体育館、いわき陸上競技場（補助競技場は除く）、いわき
グリーンスタジアム、いわきグリーンフィールド、平野球場、小名浜野球場、
平テニスコート、いわき弓道場、常磐市民運動場、21世紀の森公園テニス
コート、小名浜市民運動場、内郷市民運動場、遠野市民運動場、好間多目的
広場、川前市民運動場、上三坂体育館、下三坂体育館、勿来弓道場、サン・
アビリティーズ

南部アリーナ、南部テニスコート、南部スタジアム、平体育館、平市民運動
場、小名浜武道館、勿来市民運動場、関船体育館、関船弓道場、内郷コミュ
ニティセンター、四倉市民運動場、小川市民運動場、田人市民運動場、久之
浜市民運動場、小名浜港運動施設、いわき市民プール、小名浜市民プール

区　分 状　況 施　設　名　称

　県が建設を進めている市内の応急仮設住宅の一部が完成し、被災された方の入居が進んでいます。
　また、各応急仮設住宅の建設場所や建設戸数などは、次のとおりです。

市内における応急仮設住宅の建設状況など（７月20日現在）

①中央台高久二丁目の仮設住宅

⑩県立いわき公園の仮設住宅

※①＝いわき市民の方と広野町民の方が入居予定。②～⑱＝広野町・楢葉町・富岡町・双葉町の町民の方が入
　居予定。

地区名 建設戸数 進捗状況施　設　場　所

平

勿来

小名浜

常磐

内郷

好間

①中央台高久二丁目10－１

②中央台高久二丁目27－１他

③中央台高久二丁目21

④中央台高久一丁目32

⑤中央台高久二丁目25－１

⑥中央台高久二丁目29－１他

⑦中央台高久三丁目38－１

⑧中央台飯野三丁目25－１

⑨中央台鹿島二丁目31－１

⑩県立いわき公園

⑪下山口字桃木沢３－１他

⑫下山口字大沢１－７他

⑬泉町玉露三菱化学㈱所有地

⑭南台ニチバン㈱工場用地

⑮常磐関船町品川白煉瓦跡地１

⑯常磐関船町品川白煉瓦跡地２

⑰内郷小島町明治団地南側用地

⑱上好間団地多目的交流広場

189戸

48戸

18戸

17戸

50戸

103戸

16戸

16戸

18戸

123戸

202戸

200戸

208戸

250戸

62戸

78戸

263戸

62戸

1,923戸

完　成

完　成

完　成

完　成

完　成

完　成

完　成

完　成

完　成

完　成

建設中

建設中

今後着工

建設中

建設中

建設中

建設中

完　成

合　計 ⑫下山口字大沢の仮設住宅
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公共施設などの再開状況（７月20日現在）公共施設などの再開状況（７月20日現在）
　震災の影響により、現在休館中の施設があります。市民の皆さんには、ご不便をお掛けしますが、ご理
解とご協力をお願いします。なお、最新の状況については、市ホームページなどでお知らせしています。

市役所・市民
課窓口

観光・文化施
設など

図書館・公民
館

市民会館など

宿泊施設など

再開済

休所中

再開済

再開済

再開済

再開済

休館中

休館中

休館中

休館中

市役所、各支所、本庁市民課、いわき駅前市民サービスセンター、中央台市
民サービスセンター、泉市民サービスセンター、勿来窓口コーナー、磐崎窓
口コーナー、大野窓口コーナー、入遠野窓口コーナー

さはこの湯、勿来関文学歴史館、勿来の関公園「吹風殿」、市立美術館、草
野心平記念文学館、草野心平生家、考古資料館、暮らしの伝承郷、フラワー
センター、クリンピーの家（施設見学）、道の駅よつくら港（交流館は仮営
業中）、石炭・化石館「ほるる」、海竜の里センター、アンモナイトセン
ター、いわきマリンタワー・三崎公園野外音楽堂、アクアマリンふくしま

豊間市民サービスセンター、江名市民サービスセンター

いわき・ら・ら・ミュウ、松ケ岡公園（遊具）、塩屋埼灯台

ゆったり館（クアハウス・トレーニングルームのみ、宿泊施設は利用不可）、
国民宿舎勿来の関荘、田人おふくろの宿、新舞子ハイツ（ヘルスプール棟・
グラウンド・体育館は休業中）、湯の岳山荘、いわきの里鬼ヶ城、遠野オー
トキャンプ場

平ユース・ホステル

小名浜市民会館、勿来市民会館（会議室のみ利用可）、産業創造館（企画展
示ホールは利用不可）、生涯学習プラザ（大会議室・小会議室・研修室・情
報交換コーナー・交流コーナー・生涯学習情報コーナーのみ利用可）、視聴
覚ライブラリー（総合図書館）、いわき平競輪場市民開放施設サイクルハウ
ス、労働福祉会館、勿来勤労青少年ホーム

芸術文化交流館アリオス（レストラン・ショップ・キッズルーム・アリオス
ラウンジ・カスケード・カンティーネ・アリオスカフェは再開済、９月１日
㈭から大リハーサル室・中リハーサル室・スタジオ、10月19日㈬から大ホー
ル・中劇場・小劇場、11月１日㈫から音楽小ホール・別館各施設の利用を再
開予定）、常磐市民会館、市文化センター・プラネタリウム

全市立図書館、夏井公民館（会議室を除く）、草野公民館、赤井公民館（料
理実習室を除く）、飯野公民館（料理実習室を除く）、中央台公民館、平窪
公民館（展示室を除く）、神谷公民館、渡辺公民館（料理実習室を除く）、
鹿島公民館、植田公民館（料理実習室を除く）、勿来公民館、山田公民館
（講堂を除く）、川部公民館、常磐公民館、磐崎公民館、藤原公民館、内郷
公民館、大浦公民館、大野公民館、上遠野公民館、入遠野公民館、小川公民
館、好間公民館、三和公民館、田人公民館、川前公民館、大久公民館

中央公民館、豊間公民館、高久公民館、小名浜公民館、江名公民館、泉公民
館、錦公民館、四倉公民館、久之浜公民館

区　分 状　況 施　設　名　称

※本庁市民課・市民協働課・市民生活課・国保年金課・市国際交流協会はアリオス別館へ、また小名浜地
　区保健福祉センター・小名浜区画整理事務所は小名浜武道館へ移転しています。
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熱
中
症
の
予
防
法

 

熱
中
症
の
対
処
法

　

熱
中
症
の
予
防
に
は
「
水
分

補
給
」
と
「
暑
さ
を
避
け
る
こ

と
」
が
最
も
大
切
で
す
（
表
５

参
照
）
。

　

ま
た
、
熱
中
症
に
か
か
り
や

す
い
高
齢
者
や
子
ど
も
に
つ
い

て
は
、
特
に
周
囲
が
協
力
し
て

注
意
深
く
見
守
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

















































家庭での節電にご協力を

　震災の影響などにより、この夏は大幅な電力不足が予想され、国は東北
電力管内全域において、事業所や家庭の各部門すべての需要抑制目標を均
一にマイナス15％とする電力需給対策を公表しました。
　市民の皆さんの家庭でも、次のような取り組みを実践して、節電にご協
力ください。
○エアコンは消費電力が大きいので、室温28℃を心掛けましょう！
○無理のない範囲でエアコンを消して、扇風機を使いましょう！
○「すだれ」や「よしず」などで窓からの日差しを和らげましょう！
○冷蔵庫の設定を「強」から「中」に変え、扉を開ける時間をできるだけ
　減らして、食品を詰め込まないようにしましょう！
○日中は照明を消して、夜間も照明をできるだけ減らしましょう！
○テレビは省エネモードに設定し、必要な時以外は消しましょう！
○長時間使わない機器は、コンセントからプラグを抜いておきましょう！

環境企画課環境企画係　☎22-7528

〈表５〉熱中症の予防法

○こまめな水分補給
※のどが渇かなくても
　こまめに水分を！

○エアコン・扇風機を
　上手に使用する
※決して無理な節電は
　せず、適度にエアコ
　ンや扇風機を使用す
　る

○シャワーやタオルで
　体を冷やす

○部屋の温度を測り、
　常に温度の変化に気
　を配る

○暑いときは無理をし
　ない

○涼しい服装を心掛け、
　外出時は日傘・帽子
　を忘れない

○部屋の風通しを良く
　する

○緊急時・困ったとき
　の連絡先を確認して
　おく

○涼しい場所・施設を
　利用する

①
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る

②
衣
服
を
脱
が
せ
、
身
体
を
冷

　

や
す

③
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る

※
自
分
で
水
を
飲
め
な
い
場
合

　

や
意
識
が
な
い
場
合
は
、
直

　

ち
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ

　

う
。
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集熱

中
症
を
防
ぐ
た
め
に

〜
熱
中
症
を
正
し
く
理
解
し
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
〜

　

熱
中
症
の
発
生
が
増
加
す
る
時
期
で
す
。
熱
中
症
は
、
適
切
な
予
防
を
す
れ
ば

防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
熱
中
症
に
な
っ
た
場
合
も
、
適
切
な
応
急
処
置
に
よ
り

救
命
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人
一
人
が
、
熱
中
症
予
防
の
正
し
い
知
識
を
持

ち
、
自
分
の
体
調
の
変
化
に
気
を
付
け
る
と
と
も
に
、
周
囲
の
人
に
も
気
を
配
り
、

予
防
を
呼
び
か
け
合
っ
て
、
熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
熱
中
症
の
要
因

　

熱
中
症
は
気
温
な
ど
の
環
境

条
件
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
の

体
調
や
暑
さ
に
対
す
る
慣
れ
な

ど
が
影
響
し
て
起
こ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
気
温
が
そ
れ
ほ
ど
高

く
な
い
日
で
も
、
湿
度
が
高
い

日
や
風
が
弱
い
日
、
体
が
暑
さ

に
慣
れ
て
い
な
い
と
き
は
注
意

が
必
要
で
す
。

○
熱
中
症
の
症
状

　

表
１
の
症
状
が
熱
中
症
に
見

ら
れ
る
も
の
で
、
め
ま
い
や
立

ち
く
ら
み
な
ど
の
比
較
的
軽
い

も
の
か
ら
、
意
識
を
失
っ
た
り
、

高
熱
や
け
い
れ
ん
を
引
き
起
こ

す
な
ど
、
重
度
の
場
合
は
命
に

関
わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
（
表

１
参
照
）
。

○
昨
年
は
８
月
が
最
も
多
い

　

昨
年
五
月
か
ら
九
月
ま
で
に
、

市
内
で
熱
中
症
に
よ
り
救
急
搬

送
さ
れ
た
方
の
人
数
は
、
合
計

百
十
六
人
で
、
表
２
の
と
お
り

８
月
が
最
も
多
く
五
十
人
と

 

熱
中
症
を
知
る

 
市
内
の
発
生
状
況

な
っ
て
い
ま
す
（
表
２
参
照
）
。

　

ま
た
、
昨
年
は
大
変
な
猛
暑

で
、
単
純
に
比
較
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
残
暑
の
時
期
と
な
る
九

月
も
、
熱
中
症
に
対
す
る
注
意

は
引
き
続
き
必
要
で
す
。

○
高
齢
者
の
方
は
特
に
注
意

　

表
３
の
と
お
り
、
熱
中
症
傷

病
者
の
約
半
分
は
六
十
五
歳
以

上
の
高
齢
者
で
す
（
表
３
参

照
）
。
高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分

不
足
に
対
す
る
感
覚
機
能
が
低

下
し
て
お
り
、
暑
さ
に
対
す
る

体
の
調
整
機
能
も
低
下
し
て
い

ま
す
。

　

○
お
問
い
合
わ
せ

　
　

保
健
所
地
域
保
健
課

　
　

健
康
増
進
係

　
　

☎
27
・
８
５
９
４

〈表２〉平成22年市内の熱中症傷病者数

60

50

40

30

20

10

0

人数

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

２ ０

42

50

22

〈表３〉平成22年市内の熱中症傷病者
　　　の年齢別内訳

年　　齢 人　　数
０歳～６歳
７歳～17歳
18歳～64歳
65歳～

０人
14人
49人
53人
116人合  　計

○
屋
内
に
い
る
と
き
も
注
意

　

ま
た
、
熱
中
症
は
屋
外
よ
り

も
屋
内
に
い
る
と
き
の
方
が
多

く
発
生
し
て
い
ま
す
（
表
４
参

照
）
。

　

ま
た
、
就
寝
中
な
ど
夜
間
に

熱
中
症
を
発
症
し
、
救
急
搬
送

さ
れ
る
事
例
も
あ
り
ま
す
。

〈表１〉熱中症に見られる主な症状
区　分

軽　度

中　度

重　度

主　な　症　状
めまい、立ちくらみ、筋肉痛、
汗が止まらない

頭痛、吐き気、体がだるい、
力が入らない

意識がない、けいれん、高熱、
まっすぐに歩けない

〈表４〉平成22年市内の熱中症の発
　　　生場所

屋外
屋内46人

（40％）
70人

（60％）
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ト
ピ
ッ
ク
ス

平
成
24
年
度
市
職
員（
初
級
職
）な
ど
を
募
集

試
験
日　

第
一
次
試
験　

９

　

月
25
日
㈰

試
験
会
場　

福
島
工
業
高
等

　

専
門
学
校

申
込
方
法　

職
員
課
、
各
支

　

所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　

タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込
書

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
職

　

員
課
へ
提
出
（
郵
送
の
場
合

　

は
、
〒
９
７
０
―
８
６
８
６

　

職
員
課
へ
）

※
申
込
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

受
付
期
間　

８
月
15
日
㈪
〜

　

９
月
２
日
㈮
消
印
有
効

○
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

　

の
方
へ

　

一
般
事
務
職
お
よ
び
技
術
職

に
限
り
、
年
齢
要
件
が
二
歳
緩

和
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
自
力
で

通
勤
が
で
き
、
介
助
な
し
に
職

務
の
遂
行
が
可
能
で
、
活
字
印

刷
の
出
題
お
よ
び
、
口
頭
に
よ

る
面
接
試
験
に
対
応
で
き
る
方

を
対
象
と
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

職
員
課
人
事
係

　

☎
22
・
７
４
０
３

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　昭和58年４月２日以降に生まれ
た方で、短大・高専・専修学校
（修業年限が２年以上の専門課
程）を卒業または来年３月までに
卒業見込みの方。
　また、昭和60年４月２日以降に
生まれた方で、高校を卒業または
来年３月までに卒業見込みの方
※大学卒業（見込み）者は受験で
　きません。
　昭和60年４月２日以降に生まれ
た方で、短大・高専・専修学校
（修業年限が２年以上の専門課
程）を卒業または来年３月までに
卒業見込みの方。 　
　また、昭和62年４月２日以降に
生まれた方で、高校を卒業または
来年３月までに卒業見込みの方 
※大学卒業（見込み）者は受験で
　きません。
　昭和58年４月２日以降に生まれ
た方で、資格または免許を有する
方または来年３月までに取得見込
みの方
　昭和51年４月２日以降に生まれ
た方で、資格を有する方または来
年３月までに取得見込みの方のう
ち、大学または大学院で美術（美
術史）に関する専門課程を専攻し
た方

13人程度

４人程度

７人程度

３人程度

１人程度

一般事務職

技　術　職
（土　木）

消　防　職

保　育　士

一般事務職
（学芸員）

受　験　資　格採用予定
人　　員
採用予定
人　　員職　種

１人程度技　術　職
（機　械）

２人程度技　術　職
（電　気）

２人程度幼稚園教諭

  平成23年春の叙勲
○旭日小綬章
　田子正太郎72＝県商工会連合会会長　三和町上三
　　　　　　　　坂
　永山哲朗77＝元市議会議員　三和町下三坂
○旭日双光章
　金成勝雄79＝県漁船保険組合組合長理事　江名
　菊田重男70＝元県板金工業組合理事長　内郷御厩
　　　　　　　町
　野地登久雄70＝元市議会議員　内郷白水町
○瑞宝小綬章
　上遠野洋明70＝元公立高等学校長　金山町
　中山淳一79＝福島工業高等専門学校名誉教授　平
　　　　　　　中山
○瑞宝単光章
　大木義忠76＝元市消防団分団長　内郷内町
　草野英一77＝元民生・児童委員　渡辺町上釜戸
　榊原和子70＝工業統計調査員　平四ツ波

　菅野裕久63＝元法務教官　平鎌田　
　鈴木一夫65＝元日本郵政公社職員　好間町下好間
　鈴木孝長79＝元市消防団分団長　平上高久
　馬目彌78＝元市消防団分団長　小名浜下神白
  第16回危険業務従事者叙勲
○瑞宝双光章
　髙崎孝教71＝元県警警部　中央台鹿島
　平井久雄71＝元市消防司令長　小名浜
　平間忠三70＝元県警警部　常磐上湯長谷町
　本名正夫70＝元県警警視　平下荒川
　三森清八68＝元海上保安官　中央台高久
○瑞宝単光章
　佐藤和巳61＝元２等海尉　中央台鹿島
　志賀訓65＝元海上保安官　平下神谷
　鈴木孝行61＝元３等海尉　好間町北好間
　福井喜代正65＝元海上保安官　洋向台
　湯田實65＝元海上保安官　小名浜
　渡邊博之70＝元県警警部　平豊間

平成23年春の叙勲と第16回危険業務従事者叙勲が発表 ＝50音順・
敬称略＝
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ト
ピ
ッ
ク
ス

い
わ
き
市
就
職
応
援
サ
イ
ト

　

現
在
の
本
市
の
雇
用
情
勢
は
、

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
地
震
や
津
波

の
被
害
、
さ
ら
に
は
原
発
事
故

に
よ
る
風
評
被
害
に
よ
り
、
水

産
加
工
業
、
観
光
・
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
の
多
く
の
事
業
所
で
事

業
活
動
の
継
続
が
困
難
な
状
況

に
な
っ
た
り
、
活
動
が
著
し
く

制
限
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る

ほ
か
、
製
造
業
な
ど
で
も
創

業
・
取
引
に
大
き
な
支
障
が
生

じ
る
な
ど
、
市
内
全
体
の
経
済

活
動
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
て

い
ま
す
。
復
旧
・
復
興
に
向
け

た
取
り
組
み
が
本
格
化
し
、
建

築
業
や
卸
売
・
小
売
業
な
ど
に

お
い
て
求
人
数
が
増
加
し
て
い

る
も
の
の
、
求
職
者
数
に
つ
い

て
も
依
然
と
し
て
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
本
年

五
月
末
現
在
の
有
効
求
人
倍
率

は
〇
・
五
五
倍
（※

）
と
な
っ

て
お
り
、
震
災
前
と
比
べ
て
低

下
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

※

平
公
共
職
業
安
定
所
調
べ
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
求
職
者

の
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
「
緊

急
雇
用
創
出
基
金
事
業
（※

１
）
」
や
、
地
元
企
業
へ
の
就

業
機
会
を
提
供
す
る
「
ふ
る
さ

と
い
わ
き
就
業
支
援
事
業
（※

２
）
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
が
、
新
た
に
求
職
者
と

企
業
等
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の

創
出
や
企
業
等
に
お
け
る
雇
用

の
維
持
・
確
保
を
図
る
た
め
、

七
月
二
十
九
日
か
ら
「
い
わ
き

市
就
職
応
援
サ
イ
ト
」
を
開
設

し
ま
し
た
。

　

当
サ
イ
ト
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
い
わ
き
市
に
特
化

し
た
就
労
支
援
コ
ン
テ
ン
ツ
を

い
わ
き
市
就
職
応
援
サ
イ
ト

設
置
し
、
求
職
情
報
や
雇
用
確

保
に
向
け
た
各
種
支
援
制
度
等

を
総
合
的
に
情
報
発
信
す
る
こ

と
に
よ
り
、
求
職
者
の
就
職
活

動
や
地
元
企
業
の
求
人
活
動
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

就
職
活
動
を
し
て
い
る
皆
さ

ん
や
雇
用
を
考
え
て
い
る
地
元

企
業
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
活
用

く
だ
さ
い
。

本
市
の
雇
用
情
勢

本
市
の
取
り
組
み

い
わ
き
市
就
職

応
援
サ
イ
ト
と
は

活
用
く
だ
さ
い
！

※

１
▼
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業

　

被
災
さ
れ
た
方
々
を
含
む

　

離
職
し
た
失
業
者
等
の
雇

　

用
機
会
の
創
出
や
人
材
育

　

成
を
目
的
に
、
県
緊
急
雇

　

用
創
出
基
金
を
利
用
し
、

　

平
成
二
十
三
年
度
で
は
九

　

十
事
業
に
お
い
て
五
百
八

　

十
四
人
の
雇
用
を
創
出
し

　

よ
う
と
す
る
も
の

※

２
▼
ふ
る
さ
と
い
わ
き
就
業
支

　
援
事
業　

公
共
職
業
安
定

　

所
や
県
な
ど
の
関
係
機
関

　

と
連
携
し
、
就
職
面
接
会

　

の
実
施
に
よ
る
就
業
機
会

　

の
提
供
や
、
本
市
の
求
人

　

情
報
を
は
じ
め
と
す
る
雇

　

用
に
関
す
る
各
種
情
報
の

　

提
供
な
ど
を
行
い
「
ふ
る

　

さ
と
い
わ
き
」
の
就
業
・

　

定
住
の
促
進
を
図
る
も
の

用
語
の
説
明

「2011いわき市就職面接会
　　ワーク＆ライフinいわき」を開催

▶とき　10月７日㈮　13時～16時
▶ところ　ワシントンホテル椿山荘
▶対象　一般求職者やＵ・Ｉ・Ｊターン希望者、
　来年３月卒業予定の大学生などや平成21年３
　月以降に大学などを卒業した未就職者
○参加事業所を募集
▶受付枠／受付期限　50社／９月９日㈮

○
お
問
い
合
わ
せ

　

商
工
労
政
課
労
政
係

　

☎
22
・
７
４
7
8

いわき市就職応援サイトのしくみ

★求人登録や求人情報の閲覧は無料で利用できます。
★事業所は当サイトから初期登録をしていただき、ＩＤとパス
　ワードを取得すれば、簡単に求人情報を登録できます。

企業 求職者

市
総合的な就職情報
を網羅

①初期登録（無料）
③求人情報登録（無料）

④求人情報の閲覧
（携帯でも閲覧可）②承認

（ＩＤ、パスワード
の付与）

⑤直接連絡
（マッチング機会の提供）
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お
知
ら
せ

原
爆
の
日
に
黙
と
う
を

　

総
務
課
総
務
係

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
４
０
１

広
島　

８
月
６
日
㈯　

８
時

　

15
分

長
崎　

８
月
９
日
㈫　

11
時

　

２
分

※
８
月
12
日
㈮
ま
で
、
市
役
所

　

本
庁
舎
１
階
市
民
ロ
ビ
ー
と

　

市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

で
原
爆
関
連
の
パ
ネ
ル
を
展

　

示
し
て
い
ま
す
。

特
定
疾
患
患
者
に
見
舞
金

を
支
給

　

保
健
福
祉
課
社
会
係

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
４
５
１

　

国
の
特
定
疾
患
治
療
研
究
事

業
で
定
め
る
疾
患
患
者
の
方
や
、

じ
ん
臓
機
能
障
害
に
よ
る
人
工

透
析
療
法
を
受
け
て
い
る
方
へ

の
見
舞
金
支
給
の
受
け
付
け
を

開
始
し
ま
す
。
来
年
３
月
30
日

㈮
ま
で
に
、
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患

治
療
研
究
事
業
認
定
証
、
特
定

疾
病
療
養
受
療
証
の
い
ず
れ
か

と
、
振
込
先
口
座
の
確
認
が
で

き
る
も
の
を
持
参
し
、
各
地
区

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
支
所

（
内
郷
支
所
を
除
く
）
で
手
続

敬
老
祝
金
を
支
給　
　

　

長
寿
介
護
課
企
画
庶
務
係

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
４
５
３

対
象　

９
月
15
日
現
在
、
市

　

内
に
６
カ
月
以
上
居
住
す
る

　

88
歳
の
方

支
給
額　

５
万
円

※
対
象
者
に
は
、
９
月
上
旬
に

　

通
知
書
を
郵
送
し
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
相
続
人
の

相
続
放
棄
な
ど
の

熟
慮
期
間
を
延
長

　

福
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
０
２
４
・
５
３
４
・
１
９

　

８
３

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
で

あ
る
相
続
人
の
方
は
、
原
則
と

し
て
、
相
続
の
承
認
ま
た
は
放

棄
す
べ
き
期
間
が
11
月
30
日
㈬

ま
で
延
長
と
な
り
ま
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
す
べ
て

　

満
た
す
方　

①
本
年
３
月
11

　

日
現
在
で
災
害
救
助
法
が
適

　

用
さ
れ
た
地
域
（
本
市
を
含

　

む
）
に
住
所
を
有
し
て
い
た

　

方　

②
平
成
22
年
12
月
11
日

　

以
降
に
相
続
の
開
始
が
あ
っ

　

た
こ
と
を
知
っ
た
方

※
既
に
単
純
承
認
を
し
た
場
合

　

や
相
続
財
産
を
処
分
し
て
い

　

た
場
合
に
は
、
相
続
放
棄
や

　

限
定
承
認
を
す
る
こ
と
は
で

　

き
ま
せ
ん
。

※
相
続
問
題
に
つ
い
て
詳
し
く

　

知
り
た
い
方
は
、
法
テ
ラ
ス

　

サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０

　

５
７
０
・
０
７
８
３
７
４
）

　

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　総合図書館　☎22－5552
　　　　　　　　　産業創造館　☎21－7570
　ビル設備の安全点検などに伴い、臨時休業
します。不便をお掛けしますが、理解と協力
をお願いします。なお、いわき駅前市民サー
ビスセンターは通常の休所日（毎週月曜日）
に当たり休業します。

総合図書館と産業創造館を
臨時休業９／５㈪

　家庭から出た災害ごみの受け入れは現在、次の２
カ所で実施しています。

▶持ち込み時間　９時～16時
▶申請方法　同課または各支所に備え付けの災害ご
　み搬入申請書に必要事項を記入し、窓口へ提出　
※事前申請していない災害ごみの搬入は一切受け入
　れません。
※生ごみなどの腐敗する物や臭気を伴う物、日々の
　収集に排出できる程度のごみなどは、ごみカレン
　ダーの区分に応じて、通常収集時に排出してくだ
　さい。
※紙ごみなどの風で飛散しやすいごみは、古紙回収
　時に排出してください。

家庭から出た災害ごみの受け入れ場所を新設
環境整備課事業係　☎22－7440

八日十日埋立処分地跡地（四倉町）
クリンピーの丘（山田町）

毎週火曜日
毎週木曜日

災害ごみ受け入れ場所 定休日

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
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お
知
ら
せ

被
災
さ
れ
た
方
の

国
民
年
金
保
険
料
を

申
請
に
よ
り
免
除

　

国
保
年
金
課
国
民
年
金
係

　
　
　
　
　

☎
21
・
８
１
４
９

対
象　

住
宅
な
ど
の
財
産
の

　

お
お
む
ね
２
分
の
１
以
上
の

　

損
害
を
受
け
た
方

承
認
期
間　

本
年
７
月
〜
来

　

年
６
月

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

年

　

金
手
帳
、
印
鑑
、
り
災
証
明

　

書
ま
た
は
被
災
状
況
届
（
年

　

金
用
）

※
承
認
期
間
に
対
す
る
年
金
の

　

給
付
は
、
満
額
給
付
の
２
分

　

の
１
と
な
り
ま
す
。

被
災
さ
れ
た
方
の
保
育
料

を
申
請
に
よ
り
減
免

　

児
童
家
庭
課
保
育
係

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
４
５
８

対
象　

住
宅
が
全
壊
・
大
規

　

模
半
壊
・
半
壊
し
た
世
帯

減
免
期
間　

本
年
４
月
〜
来

　

年
３
月

申
請
方
法　

各
地
区
保
健
福

　

祉
セ
ン
タ
ー
・
保
育
所
に
備

　

え
付
け
の
徴
収
金
特
例
適
用

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
、
り
災
証
明
書
（
コ
ピ
ー

　

可
）
を
添
付
し
て
窓
口
へ
提

　

出申
請
期
限　

来
年
３
月
31
日

　

㈯
※
収
入
が
激
減
し
保
育
料
の
負

　

担
が
困
難
な
方
や
平
成
22
年

　

分
の
所
得
税
が
減
免
と
な
っ

　

た
方
は
、
保
育
料
が
変
更
と

　

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

各
地
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

修
理
・
再
生
し
た

自
転
車
・
家
具
を
提
供

　

ク
リ
ン
ピ
ー
の
家

　
　
　
　
　

☎
56
・
３
６
５
１

抽
選
日
時　

９
月
10
日
㈯　

　

10
時

価
格　

自
転
車
＝
２
千
円
、

　

家
具
＝
３
千
円

申
込
方
法　

同
施
設
窓
口
で

申
込
期
間　

８
月
２
日
㈫
〜

　

９
月
９
日
㈮

※
修
理
可
能
な
自
転
車
・
家
具

　

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
震
災
に
よ
り
避
難
生
活
を
し

　

て
い
る
方
に
は
無
料
で
提
供

　

し
ま
す
。

福
島
県
暴
力
団
排
除
条
例
が
制
定
　い
わ
き
中
央
警
察
署

　①
暴
力
団
を
「
恐
れ
な
い
」

　②
暴
力
団
に
資
金
を
「
提
供
し
な
い
」

③
暴
力
団
を
「
利
用
し
な
い
」

お 知 ら せ
Information

　広報広聴課広報係　　　☎22－7402
　　　　　　　　　　　　　22－7469

▶市政情報番組「いわきWith」
　毎週月曜日　19：00～19：30
　毎週土曜日　８：30～９：00(再放送）

▶GOOD DAY いわき プラス
　月～金曜日　7：44～／12：10～

※市政情報番組「いわきＷｉｔｈ」と
　「ＧＯＯＤ　ＤＡＹ  いわき プラス」
　は、震災関連情報に振り替えて放送す
　る場合があります。 

▶古紙回収実施の有無（当日に放送）
　回収日が月～金曜日　　　７：43ごろ
　回収日が土曜日　　　　　７：59ごろ
※パソコンからインターネットを通じて、
　いわき市民コミュニティ放送を聴くこ
　とができます。詳しくは、同放送の
　ホームページ（「ＦＭいわき」で検
　索）をご覧ください。

福島中央テレビ　８月20日㈯　９：25～
福島放送　　　　　　21日㈰　11：45～
福島テレビ　　　　　21日㈰　13：55～
テレビユー福島　　　27日㈯　９：25～
※放映日時は変更となる場合があります。

市
政
だ
よ
り

いわき市の
人口と面積

　人　口　335, 560人　（－502）

　世帯数　127, 471世帯（－ 33）

　面　積　1, 231. 35㎢

　平成23年７月１日現在／(前月比）

今月の納期（納期限８月31日㈬）

い
わ
き
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
（

　
　
　）

76・
２
M㎐

市・県民税　　　　　　　　　第１期

※余震の影響などにより、内容が変更と
　なる場合があります。
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お
知
ら
せ

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

各
種
講
座
の
受
講
生

　
　
　
　
　

☎
22
・
５
６
６
７

講
座
名
／
と
き　

①
秋
バ
ラ
の
た
め
の
手
入
れ
／

　

８
月
21
日
㈰

②
タ
ネ
か
ら
育
て
よ
う
春
の
草

　

花
／
８
月
27
日
㈯

③
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
を
歩
こ

　

う
／
９
月
３
日
㈯
（
雨
天
の

　

場
合
は
中
止
）　

④
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
／

　

９
月
８
日
㈭

⑤
野
生
キ
ノ
コ
の
見
分
け
方
／

　

９
月
14
日
㈬

時
間　

①
＝
９
時
30
分
〜
正

　

午　

②
③
＝
13
時
30
分
〜
15

　

時
30
分　

④
＝
10
時
〜
正
午

　

⑤
＝
９
時
30
分
〜
15
時

募
集
人
員　

①
③
⑤
＝
30
人

　

②
④
＝
20
人
（
い
ず
れ
も
先

　

着
順
）

参
加
費　

①
＝
５
百
円　

②

　

⑤
＝
千
５
百
円
（
⑤
で
教
材

　

希
望
の
方
は
３
百
円
別
途
）

　

③
＝
無
料　

④
＝
３
千
５
百

　

円　募
集
方
法　

①
②
④
⑤
＝
８

　

月
15
日
㈪
９
時
か
ら
電
話
で

　

③
＝
当
日
、
同
セ
ン
タ
ー
窓

　

口
で

　　　　　　教育委員会総務課財務係　☎22－7541
▶応募資格　次の要件をすべて満たす方　①高校・
　中等教育学校（後期課程）・高専・大学・専修学
　校（高等・専門課程）に在学中　②経済的理由で
　就学困難　③他の奨学資金を受けていない　④市
　内に引き続き１年以上住所を有する、または有し
　ていた
▶募集人員／貸与月額　①高校・中等教育学校（後
　期課程）・専修学校（高等課程）生＝12人程度／
　20,000円　②高専生＝２人程度／29,000円　③大
　学・専修学校（専門課程）生＝７人程度／40,000
　円
▶応募方法　同課、各支所・市民サービスセン
　ター・公民館・図書館・学校などに備え付けの申
　込書に必要事項を記入し、本人が同課へ持参提出
▶応募期限　８月31日㈬
※申込書は、市ホームページからも入手できます。

市奨学資金奨学生を募集

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
カ
レ
ッ

ジ　

平
成
24
年
度
学
生

（
Ａ
Ｏ
入
試
）

　
　
　
　
　

☎
56
・
０
７
１
１

受
験
資
格　

来
年
３
月
高
校

　

卒
業
見
込
み
で
、
入
学
の
目

　

的
意
識
が
強
く
自
己
を
推
薦

　

で
き
る
方

出
願
期
間　

８
月
25
日
㈭
〜

　

９
月
８
日
㈭

試
験
日　

９
月
15
日
㈭

動物愛護行政のあり方検討懇談会委員
　　　　　　　保健所生活衛生課食品衛生係　☎27－8592
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27－8600
　　　　　Ｅメール　hokenjo-seikatsueisei@city.iwaki.
　　　　　　　　　　fukushima.jp
　市では、本市が行う動物行政のあり方や動物愛護のため
の拠点施設の必要性などについて、検討するための同懇談
会を設置するに当たり、委員の一部を募集します。
▶対象　動物愛護に関心を持つ20歳以上の市内居住者で、
　平日に月１回程度開催する懇談会に出席できる方
▶募集人員　１人（書類審査により選考）
▶応募方法　任意の様式に住所・氏名・年齢・性別・電話
　番号・職業（現在就職していない方は、これまでの略
　歴）を記入し、応募の動機と「わたしが思う動物愛護に
　ついて」の意見を800字程度にまとめ、〒973－8408　内
　郷高坂町四方木田191　保健所生活衛生課へ
　（直接持参・ＦＡＸ・Ｅメールも可）
▶応募期限　８月26日㈮消印有効

募集

プリザーブドフラワー
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お
知
ら
せ

生
命
保
険
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

災
害
地
域
生
保
契
約
照
会
セ

　

ン
タ
ー　

☎
０
１
２
０
・
０

　

０
１
７
３
１

　

生
命
保
険
会
社
は
保
険
金
の

支
払
い
や
保
険
料
払
込
猶
予
な

ど
の
特
別
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

契
約
者
に
案
内
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
連
絡
が
届
い
て
い
な
い
方

は
、
加
入
し
て
い
る
生
命
保
険

会
社
に
現
在
の
連
絡
先
を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。
震
災
に
よ
り
加

入
し
て
い
る
契
約
が
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
の
会
員　

　
　
　
　

☎

43
・
０
８
１
３

　

育
児
の
援
助
を
し
て
ほ
し
い

方
（
依
頼
会
員
）
、
援
助
を
し

た
い
方
（
協
力
会
員
）
、
両
方

を
希
望
す
る
方
（
両
方
会
員
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会
員
登

録
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の
研

修
会
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　

９
月
３
日
㈯　

９
時

　

30
分
〜
15
時
（
依
頼
会
員
希

　

望
の
方
は
正
午
ま
で
）

と
こ
ろ　

ゆ
っ
た
り
館

応
募
方
法　

住
所
・
氏
名

　

（
ふ
り
が
な
）
・
生
年
月

　

日
・
電
話
番
号
・
職
業
・
希

　

望
す
る
会
員
の
種
類
、
託
児

　

希
望
の
場
合
は
、
お
子
さ
ん

　

の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
年

　

齢
を
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
同
セ

　

ン
タ
ー
窓
口
で

応
募
期
限　

９
月
２
日
㈮

※
援
助
の
状
況
に
応
じ
、
依
頼

　

会
員
は
規
定
の
報
酬
や
実
費

　

を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

通
信
講
座
「
消
費
生
活

講
座
」
の
受
講
生

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
　
　

　
　
　
　
　

☎
22
・
７
０
２
１

　
　
　
　
　

22
・
０
９
８
５

受
講
期
間　

10
月
〜
12
月

受
講
内
容　

「
イ
ン
タ
ー

　

ネ
ッ
ト
を
便
利
に
安
全
に
利

　

用
す
る
た
め
に
」
「
環
境
と

　

私
た
ち
の
く
ら
し
」
「
少
子

　

高
齢
社
会
と
生
活
設
計
」

募
集
人
員　

40
人
（
応
募
多

　

数
の
場
合
は
抽
選
）

応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
住

　

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・

　

電
話
番
号
を
記
入
し
「
消
費

　

生
活
講
座
希
望
」
と
明
記
し

　

て
、
〒
９
７
０
―
８
０
２
６

　

平
字
一
町
目
１　

消
費
生
活

　

セ
ン
タ
ー
へ
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
も

　

可
）

応
募
期
限　

８
月
19
日
㈮
消

　

印
有
効

　　アリオスチケットセンター　☎22－5800
▶とき　９月６日㈫　12時15分～13時
▶ところ　アリオス本館 2階
▶出演　丸山泰雄（チェロ）
※事前申し込みは不要です。

芸術文化交流館カスケード
交流コンサートを開催

　　　　　長寿介護課介護予防係　☎22－7465
　高齢者の介護予防を目的とした「市シルバー
リハビリ体操」の普及・啓発を図るとともに、
運動の効果を把握するため、体操教室を開催し
ます。
▶とき　９月26日㈪、10月３日㈪・11日㈫・17
　日㈪・24日㈪・31日㈪　（全６回）
▶時間　13時30分～15時30分
▶ところ　鹿島公民館
▶対象　65歳以上の市内居
　住者で、運動に支障のな
　い方　　
▶募集人員　20人（先着順）
▶応募方法　同課へ電話で
▶応募期間　８月29日㈪～９月９日㈮

市シルバーリハビリ体操教室の
参加者

募集
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お
知
ら
せ

自
衛
官

　

自
衛
隊
い
わ
き
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
25
・
８
９
３
２

受
験
資
格　

①
航
空
学
生
＝

　

来
年
４
月
１
日
現
在
で
高
校

　

を
卒
業
し
て
い
る
（
卒
業
見

　

込
み
者
を
含
む
）
21
歳
未
満

　

の
方　

②
一
般
曹
候
補
生
・

　

自
衛
官
候
補
生
＝
来
年
４
月

　

１
日
現
在
で
18
歳
以
上
27
歳

　

未
満
の
方

試
験
日　

①
＝
９
月
23
日
㈮

　

②
＝
９
月
17
日
㈯　

出
願
期
限　

９
月
10
日
㈯

海
上
保
安
大
学
校
の
学
生

　

福
島
海
上
保
安
部
管
理
課

　
　
　
　
　

☎
53
・
７
１
１
２

受
験
資
格　

高
校
・
中
等
教

　

育
学
校
・
高
専
第
３
学
年
課

　

程
を
卒
業
し
て
い
る
（
卒
業

　

見
込
み
者
を
含
む
）
平
成
３

　

年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

　

た
方

募
集
人
員　

45
人
程
度

試
験
日　

10
月
29
日
㈯
、
30

　

日
㈰　

応
募
期
間　

８
月
25
日
㈭
〜

　

９
月
６
日
㈫

高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談

　

福
島
地
方
法
務
局
課
人
権
擁

　

護
課　

☎
０
２
４
・
５
３

　

４
・
１
９
９
４

　

身
体
的
・
心
理
的
虐
待
や
差

別
な
ど
、
高
齢
者
・
障
害
者
の

抱
え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
の

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

と
き　

９
月
５
日
㈪
〜
11
日

　

㈰　

８
時
30
分
〜
19
時
（
10

 

日
・
11
日
は
10
時
〜
17
時
）

相
談
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
５
７

　

０
・
０
０
３
・
１
１
０

震
災
・
原
発
相
談
窓
口

　

県
弁
護
士
会　

☎
０
１
２

　

０
・
７
０
０
・
７
９
１

　

震
災
・
原
発
に
関
す
る
相
談

（
面
談
相
談
）
を
お
受
け
し
ま

す
。と

こ
ろ　

福
島
地
方
裁
判
所

　

い
わ
き
支
部

受
付
時
間　

10
時
〜
16
時

　

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除

　

く
）

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎27－8694
○市男女共同参画情報紙編集委員を募集
▶対象　８月１日現在、20歳以上の市内居住者で、月
　２回程度平日に開催する編集会議に出席できる方
▶募集人員　５人以内（書類審査により選考）
▶任期　本年９月から平成25年３月まで
▶応募方法　任意の様式に住所・氏名・年齢・性別・
　電話番号・職業（現在就職していない方は、これま
　での略歴）を記入し、応募の動機と男女共同参画社
　会についての意見、取り上げてみたいテーマを600
　字程度にまとめ、同センターへ持参提出
○市男女共同参画審議会委員を募集
▶対象　４月１日現在、20歳以上の市内居住者で、年
　２回程度平日に開催する審議会に出席できる方（男
　女共同参画情報紙編集委員との重複応募可）
▶募集人員　２人（書類審査により選考）
▶任期　本年９月から平成25年３月まで
▶応募方法　任意の様式に住所・氏名・年齢・性別・
　電話番号・職業（現在就職していない方は、これま
　での略歴）を記入し、応募の動機と男女共同参画社
　会についての意見を800字程度にまとめ、同セン
　ターへ持参提出
○案内（共通）
▶応募期限　８月24日㈬必着
※結果は応募者全員に文書でお知らせします。

男女共同参画センターからのお知らせ

　市民生活課市民生活係　☎21－8119
▶募集墳墓　規格墳墓66区画
▶対象　埋蔵・収蔵されていない焼骨
　を保有しているか、震災の影響によ
　り改葬を必要とする方で次のいずれ
　かに該当する方　①市内に１年以上
　居住している　②市内に本籍があり
　市内に居住している方を代理人とし
　て選定できる
▶応募方法　同課、各支所・市民サー
　ビスセンター・窓口コーナーに備え
　付けの応募用紙に必要事項を記入し、
　簡易書留で、〒970－8686　市民生
　活課へ（直接持参も可）
▶応募期間　９月１日㈭～30日㈮消印
　有効
※応募は１世帯につき１件となります。
※応募多数の場合は、抽選により使用
　者を決定します。
※募集案内・応募用紙は、市ホーム
　ページからも入手できます。

市営南白土墓園の使用者を募集
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お
知
ら
せ

い
き
い
き
健
康
教
室
の

参
加
者

　

ゆ
っ
た
り
館

　
　
　
　
　

☎
43
・
０
８
０
１

コ
ー
ス
／
と
き　

①
シ
ル

　

バ
ー
／
９
月
６
日
〜
10
月
11

　

日
の
毎
週
火
曜
日
（
９
月
20

　

日
を
除
く
）　

②
シ
ェ
イ
プ

　

ア
ッ
プ
／
９
月
７
日
〜
10
月

　

５
日
の
毎
週
水
曜
日　

③
水

　

中
運
動
／
９
月
８
日
〜
10
月

　

６
日
の
毎
週
木
曜
日　

時
間　

14
時
30
分
〜
15
時
30

　

分対
象　

①
は
60
歳
以
上
、
②

　

③
は
18
歳
以
上
で
、
い
ず
れ

　

も
３
回
以
上
参
加
で
き
る
方

募
集
人
員　

各
20
人

参
加
費　

３
千
５
百
円
（
全

　

５
回
分
）

※
８
月
19
日
㈮
８
時
30
分
か
ら

　

館
内
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

　

で
整
理
券
を
配
布
。
９
時
30

　

分
時
点
で
応
募
多
数
の
場
合

　

は
抽
選
（
電
話
で
の
申
し
込

　

み
は
不
可
）。

が
ん
ば
ろ
う
い
わ
き
！

元
気
回
復
市
民
教
室

の
参
加
者

　

中
央
卸
売
市
場
協
会

　
　
　
　
　

☎
29
・
６
１
４
５

①
料
理
教
室　

②
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　

教
室

と
き　

11
月
15
日
㈫

○
案
内
（
共
通
）

時
間　

13
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

中
央
卸
売
市
場
研

　

修
室

募
集
人
員　

①
＝
各
36
人　

　

②
＝
20
人
（
い
ず
れ
も
応
募

　

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
住

　

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
参

　

加
希
望
日
を
記
入
し
て
、
〒

　

９
７
１
―
８
１
３
９　

鹿
島

　

町
鹿
島
１　

市
場
協
会
へ

応
募
期
限　

８
月
25
日
㈭
必

　

着
※
複
数
応
募
は
不
可
。

　　　　　障がい福祉課事業係　☎22－7485
　　　　　　　　　　　　　　　　22－3183
　聴覚障がいのある方に対し、会話や講演の
内容を文字に換えて伝える要約筆記者として
活動いただける方を対象に、講習会を開催し
ます。
▶とき　９月３日～11月26日の毎週土曜日
　（全24回）　10時～12時、13時～15時
▶ところ　サン・アビリティーズ
▶対象　高校生を除く18歳以上で、全日程受
　講できる方
▶募集人数　30人（応募多数の場合は抽選）
▶受講料　無料（テキスト代別途）
▶応募方法　同課、各支所・市民サービスセ
　ンター・地区保健福祉センターの窓口に備
　え付けの申込用紙に必要事項を記入し、〒
　970－8686　障がい福祉課へ（ＦＡＸ、直
　接持参も可）
▶応募期限　８月19日㈮必着

要約筆記者養成講習会の受講生
募集

　　　　　　　　　　　　　　　☎22－7519
○下水道いろいろコンクールの作品を募集
▶応募作品　①絵画・ポスター、作文、書道、
　新聞（学校・学級・学習）　②標語
▶対象　①＝小・中学生　②＝どなたでも可
▶応募方法　同課へ持参提出
▶応募期限　９月30日㈮
○下水道排水設備工事責任技術者資格認定試
　験を実施
▶とき　10月30日㈰
▶ところ　日本大学工学部（郡山市田村町）
▶受験手数料　3,000円
▶申込方法　同課に備え付けの申込書に必要
　書類を添えて同課へ持参提出
▶申込期限　９月２日㈮
※10月１日㈯に郡山ユラックス熱海（郡山市
　熱海町）で受験講習会が開催されます。
○浄化槽などの訪問調査に協力を
　市では、家庭や事業所に設置されている浄
化槽などを対象に、震災に伴う被災状況調査
を来年３月まで実施しています。身分証を持
参した調査員が訪問しますので、協力をお願
いします。
　なお、訪問調査時に工事の勧誘や物品の販
売などを行うことはありません。

排水対策課排水設備係からのお知らせ

９
／
７
㈬

10
／
19
㈬

11
／
２
㈬

と

　き

主
な
講
習
内
容

カ
ツ
オ
の
ハ
ン

バ
ー
グ

ポ
テ
ト
の
オ
ム
レ

ツ生
ウ
ニ
み
そ
ク

リ
ー
ム
ペ
ン
ネ

水中運動の様子
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お
知
ら
せ

　市では、大津波警報・津波警報が発表された場合、今まで防災行政無線から肉声による広報
を行っていましたが、今後は次のとおりサイレン吹鳴も併せて行います。また、消防署所・消
防団、消防車両などによる周知も従来どおり行いますが、沿岸部で強い揺れや長いゆったりと
した揺れを感じた場合は、できるだけ早く高い所へ避難してください。
　

大津波・津波警報発表時に市防災行政無線によるサイレン吹鳴を実施
危機管理課　☎22－7551

「こちらは防災いわき広報です。大津波警報。大津波警報。い
わき市沿岸に大津波警報が発表されました。至急高台に避難し
てください。」
「こちらは防災いわき広報です。津波警報。津波警報。いわき
市沿岸に津波警報が発表されました。至急高台に避難してくだ
さい。」
「こちらは防災いわき広報です。大津波（津波）警報解除。大
津波（津波）警報解除。いわき市沿岸に出されていた大津波
（津波）警報は解除され、津波注意報に切り替わりました。引
き続き、沿岸には近づかないようにしてください。」

大 津 波
警　　報

約10秒間のサイレ
ン音が１分間程度
続きます

大津波・
津波警報
解　　除

津　　波
警　　報

約３秒間のサイレ
ン音が連続します

約５秒間のサイレ
ン音がゆっくりと
続きます

区　分 肉　声　広　報 サイレン吹鳴

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇
⌇※津波注意報が発表された場合は、肉声による広報のみとなります。

保
健
所
地
域
保
健
課
母
子

保
健
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

☎
27
・
８
５
９
７

○
歯
周
病
予
防
相
談

と
き　

９
月
２
日
㈮
、
９
時

　

30
分
・
10
時
30
分
・
13
時
30

　

分
・
14
時
30
分

○
歯
ピ
カ
リ
教
室

と
き　

８
月
23
日
㈫
、
９
月

　

９
日
㈮　

10
時
〜
11
時
30
分

対
象　

１
歳
前
後
の
お
子
さ

　

ん
と
保
護
者

○
案
内
（
共
通
）

と
こ
ろ　

総
合
保
健
福
祉
セ

　

ン
タ
ー

申
込
方
法　

電
話
で

○
母
子
健
康
相
談

勿
来
市
民
会
館　

８
月
23
日

　

㈫　

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

小
名
浜
市
民
会
館　

８
月
26

　

日
㈮　

９
時
30
分
〜
10
時
30

　

分上
平
多
目
的
集
会
所　

９
月

　

７
日
㈬　

９
時
30
分
〜
10
時

　

30
分

好
間
公
民
館　

９
月
８
日
㈭

　

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

９
月
12
日
㈪　

９
時
30
分
〜

　

10
時
30
分
、
13
時
30
分
〜
14

　

時
30
分

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ　

　

９
月
13
日
㈫　

９
時
30
分
〜

　

11
時

○
授
乳
（
お
っ
ぱ
い
）
相
談

勿
来
市
民
会
館　

８
月
23
日

　

㈫小
名
浜
市
民
会
館　

８
月
26

　

日
㈮　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

９
月
12
日
㈪

時
間　

９
時
30
分
〜
11
時
30

　

分申
込
方
法　

電
話
で

　　　　　　　　　　　　建築指導課　☎22－7516
　震災により全壊・大規模半壊・半壊した住宅の応
急修理費用について、一定の範囲内（１世帯当たり
の限度額は52万円、屋根や外壁などの日常生活に必
要な最小限度の部分）で市が直接業者へ修理を依頼
する制度です。既に修理を行った場合でも、修理前
後の写真や見積書などが整い、要件に適合するもの
であれば、制度の対象となる場合があります。また
申請には、り災証明書や住民票などが必要です。
▶受付時間　９時～17時（土・日曜日、祝日を除
　く）
▶申請場所　市文化センター２階相談窓口・各支所
▶申請方法　同相談窓口・各支所に備え付けの応急
　修理申込書に必要事項を記入し、添付書類を添え
　て、窓口へ提出
▶お問い合わせ先　☎21－4108、☎21－4109
※半壊の場合は、所得制限があります。

住宅の応急修理制度について

広報いわき　23. 8　16

お
知
ら
せ

８
月
は
「
電
気
使
用
安
全
月
間
」
で
す

　

①
電
気
製
品
・
器
具
は
正
し
い
方
法
で
使

　
　

い
ま
し
ょ
う

　

②
洗
濯
機
や
エ
ア
コ
ン
、
電
子
レ
ン
ジ
な

　
　

ど
に
は
必
ず
ア
ー
ス
を
つ
け
ま
し
ょ
う

保
健
所
地
域
保
健
課
精
神

保
健
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

☎
27
・
８
５
５
７

27
・
８
６
０
７

○
心
の
健
康
相
談

と
き　

８
月
23
日
㈫
、
９
月

　

13
日
㈫　

13
時
15
分
〜
16
時

　

30
分

○
う
つ
に
関
す
る
面
接
相
談

と
き　

９
月
８
日
㈭　

13
時

　

15
分
〜
16
時
15
分

○
案
内
（
共
通
）

と
こ
ろ　

総
合
保
健
福
祉
セ

　

ン
タ
ー

市
民
無
料
相
談
会

　

事
務
局
（
あ
す
な
ろ
司
法
事

　

務
所
）　

☎
24
・
３
３
６
１

　

税
金
に
関
す
る
相
談
、
土

地
・
建
物
や
相
続
・
借
金
に
関

す
る
問
題
な
ど
、
専
門
家
が
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

と
き　

毎
週
木
曜
日　

10
時

　

〜
12
時
、
13
時
〜
15
時　

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
１

　

階
市
民
ロ
ビ
ー

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

公演チケット発売開始のお知らせ

▶購入方法　①電話予約　②インターネット予約（http://iwaki-alios.jp）　
　③窓口販売（発売開始２日目より取り扱い）のいずれか

アリオスチケットセンター　☎22－5800
公　演　名 と　き 料　　　金 発売開始

アリオス
主催・共催

劇団四季ミュージカル
「夢から醒めた夢」

小林研一郎指揮
日本フィルハーモニー
交響楽団特別演奏会

11／10㈭
18時30分
～

11／20㈰
15時30分
～

Ｓ席＝8,000円、Ａ席＝6,000円、
※３歳以上小学生以下は各席半
　額。
Ｓ席＝7,000円、Ａ席＝6,000円、
Ｂ席＝5,000円、Ｃ席・車いす席
＝4,000円
※学生は各2,000円引き。
※７月10日㈰開催予定分の振替
　開催となりますので、７月10
　日分のチケットで入場できま
　す。

８／27㈯
10時

８／27㈯
10時

エ
イ
ズ
・
性
感
染
症
予
防

教
育
受
講
希
望
団
体
を

募
集

　

保
健
所
地
域
保
健
課
感
染
症

　

対
策
係　

☎
27
・
８
５
９
５

対
象　

各
種
学
校
や
市
内
企

　

業
な
ど

募
集
人
員　

５
団
体

内
容　

専
門
講
師
（
医
師
・

　

保
健
師
な
ど
）
に
よ
る
講
話

応
募
方
法　

電
話
で

応
募
期
限　

来
年
１
月
31
日

　

㈫

　　　　　　　　　文化課文化振興係　☎22－7544
　市民の文学、音楽、美術、その他の芸術文化活動
を助長し「文化のまちいわき」の発展のために市文
化振興基金の一部を助成します。
▶対象　市内に住所または活動の拠点がある個人・
　団体が本年度に実施する事業で、次のいずれかに
　該当するもの　①文化活動の成果を市民に公開す
　る事業　②国内外の優れた芸術家などを招いて共
　に市民に公開する事業　③県代表以上の資格で国
　内外の発表会などに出場・参加する事業
▶補助額　補助対象経費（補助金額の算定基礎とな
　る支出経費）より算出
▶補助事業の対象期間　10月１日㈯から来年３月31
　日㈯までに実施する事業
▶申請期限　８月31日㈬
※補助限度額など、詳しくは同課へ。

芸術文化活動に助成金を交付 申
込
方
法　

事
前
に
電
話
か

　

窓
口
で

○
市
民
精
神
保
健
福
祉
講
座
を

　

開
催

と
き　

９
月
10
日
㈯　

13
時

　

30
分
〜
16
時

と
こ
ろ　

総
合
保
健
福
祉
セ

　

ン
タ
ー

演
題　

ス
ト
レ
ス
に
対
す
る

　

力
を
高
め
る

定
員　

百
50
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

９
月
７
日
㈬

申
込
方
法　

電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

で
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休
日
当
番
医
な
ど

休日 当番医

休日 歯科診療

日曜 小児専門当番医

9 時～12時
13時～16時

9時～12時

（受付終了時間１５時３０分）
休日救急歯科診療所
（総合保健福祉センター内）　　☎２７－８６２０

9
月

7日
㈰

21日
㈰

4日
㈰

28日
㈰

11日
㈰

14日
㈰8

月

9
月

8
月

４日、11日、18日・19日、23日、25日

７日、14日・15日・16日、21日、28日

日曜 精神科当番医 10時～16時
新田目病院（平上荒川）　　　 ☎２8－1222

9
月

8
月

４日、11日、18日、25日

７日、21日、28日

日曜 眼科当番医
中央台たなか眼科（中央台高久）
9時～14時

9
月

8
月

8
月

４日、11日、18日、25日

７日、21日、28日

21日 9
月 18日

永井眼科（平字童子町）
9時～12時

福田小児科医院
22－4272（平下荒川）

こんない子供クリニック
73－8815（小名浜岡小名）

いわき草木台総合クリニック
28－1145（草木台）

若松医院
22－3838（平字大町）

菅波整形外科小児科
32－8100（四倉町）

むらまつ小児科
72－0707（常磐関船町）

休日当番医・日曜当番医・休日歯科診療休日当番医・日曜当番医・休日歯科診療

白井外科胃腸科医院
たかはしクリニック
山口医院
くさのクリニック
なこそ病院
常磐病院
須田医院
中村病院
呉羽総合病院
渡辺婦人科内科クリニック
いわき湯本病院
櫛田病院
こうじま慈愛病院
あきら整形外科
たかはしクリニック
山口医院
磐城中央病院附属診療所
なこそ病院
せき整形外科クリニック
須田医院
長谷川整形外科医院
坂本整形外科医院
たかはしクリニック
山口医院
かしま病院
呉羽総合病院
そえだ医院
須田医院
吉田まさふみ整形外科
たかはしクリニック
山口医院
小名浜生協病院
櫛田病院
比佐医院
須田医院
白井外科胃腸科医院
たかはしクリニック
山口医院
石井脳神経外科・眼科病院
こうじま慈愛病院
いわき湯本病院
須田医院

８
月
７
日
㈰

９
月
４
日
㈰

21
日
㈰

28
日
㈰

11
日
㈰

14
日
㈰

16
日
㈫

15
日
㈪

平 下 平 窪
平 上 荒 川
平 作 町
泉 玉 露
勿 来 町
常磐上湯長谷町
小 島 町
小 名 浜 大 原
錦 町
東 田 町
常 磐 湯 本 町

植 田 町

錦 町
中 岡 町
平 上 荒 川
平 作 町
小名浜南君ケ塚町
勿 来 町
常 磐 西 郷 町
小 島 町
平 字 五 色 町
平 豊 間
平 上 荒 川
平 作 町
鹿島町下蔵持
錦 町
常 磐 湯 本 町
小 島 町
平 字 仲 間 町
平 上 荒 川
平 作 町
小名浜岡小名
植 田 町
常 磐 湯 本 町
小 島 町
平 下 平 窪
平 上 荒 川
平 作 町
小 名 浜 林 城
錦 町
常 磐 湯 本 町
小 島 町
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９時～12時
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９時～12時
14時～17時

９時～12時
14時～17時

９時～11時30分

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～17時

９時～12時

25－3788
46－1231
24－1811
56－1060
65－7755
43－4175
27－6060
53－3141
63－2181
77－2772
42－3188
63－3202
63－5141
77－1118
46－1231
24－1811
53－3511
65－7755
84－9905
27－6060
25－5691
38－2830
46－1231
24－1811
58－8010
63－2181
68－6155
27－6060
24－7600
46－1231
24－1811
53－4374
63－3202
43－2313
27－6060
25－3788
46－1231
24－1811
58－3121
63－5141
42－3188
27－6060

●かかりつけ医をもちましょう　●コンビニ受診はやめましょう　●救急車は適正に利用しましょう

※このほかにも休日に診療している医療機関
　がありますので、あらかじめかかりつけの
　医療機関などで確かめてください。
※変更となる場合がありますので、事前に当
　番医療機関、または消防署（☎23－0119）
　へお問い合わせください。市ホームページ
　でも公開していますのでご覧ください。

休日夜間急病診療所（総合磐城共立病院内）☎27－1208
平日　20時～24時　土曜日　20時～翌朝７時　休日　９時～24時

県放射線に関する問い合わせ窓口　☎024－521－8127　毎日　８時30分～21時

☎024－521－3790または
　♯8000（プッシュ回線・携帯電話）
毎日　19時～翌朝８時

県こども救急電話相談

☎２９－１７２２

☎２４－１１１２

広報いわき　23. 8　18

健
康
教
室

め
る
と
、
患
者
の
数
は
百
〜
二
百
万
人
、

月
経
の
あ
る
女
性
の
五
〜
十
％
と
推
定
さ

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
宮
内
膜
症
は
閉
経
や
手
術

な
ど
で
卵
巣
の
働
き
が
止
ま
る
ま
で
進
行

し
た
り
、
治
療
し
て
も
再
発
し
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
、
長
期
間
こ
の
病
気
と
上
手

に
付
き
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
早
め
に
専
門
医
を
受
診
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

喫
煙
に
よ
り
、
肺
が
ん
に
限
ら
ず
全

身
の
さ
ま
ざ
ま
な
が
ん
の
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。
ま
た
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾

患
や
、
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
呼
吸
器
疾
患

の
原
因
に
な
り
ま
す
。
動
脈
硬
化
が
促

進
さ
れ
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
の

循
環
器
疾
患
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
女
性
で
は
胎
児
へ
の
悪
影
響
や
妊

娠
合
併
症
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

喫
煙
者
は
こ
れ
ら
の
た
ば
こ
の
害
を

十
分
認
識
し
て
お
り
、
厚
生
労
働
省
の

調
査
に
よ
れ
ば
、
喫
煙
男
性
の
四
人
に

一
人
、
喫
煙
女
性
の
三
人
に
一
人
が

「
た
ば
こ
を
や
め
た
い
」
と
考
え
て
い

る
そ
う
で
す
。
し
か
し
「
た
ば
こ
を
や

め
よ
う
」
と
決
心
し
て
禁
煙
を
始
め
て

も
、
つ
い
吸
っ
て
し
ま
う
の
は
意
志
が

弱
い
せ
い
で
し
ょ
う
か
？
実
は
そ
う
で

は
な
く
、
た
ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ
る
ニ

コ
チ
ン
の
強
い
依
存
性
が
原
因
で
、
禁

煙
が
で
き
な
い
の
は
「
ニ
コ
チ
ン
依
存

症
」
と
い
う
病
気
の
た
め
な
の
で
す
。

心
筋
梗
塞
に
つ
い
て
（
１
）

Ｑ　

心
筋
梗
塞
と
は
ど
の
よ
う
な
病
気
で

す
か
。

Ａ　

心
臓
は
一
日
約
十
万
回
ポ
ン
プ
の
よ

う
に
働
い
て
全
身
に
血
液
を
流
し
て
い
ま

す
。
ポ
ン
プ
の
働
き
は
心
臓
の
筋
肉
の
力

で
保
た
れ
て
い
ま
す
。
動
脈
硬
化
と
い
っ

て
血
管
が
硬
く
細
く
な
っ
て
最
後
に
詰

ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
、
高
血
圧
症
や
高

脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど
に
よ
っ
て
起
こ
り

ま
す
。
心
臓
の
筋
肉
に
酸
素
や
栄
養
を
流

し
て
く
れ
る
血
管
（
冠
動
脈
と
い
い
ま

す
）
に
動
脈
硬
化
が
起
こ
る
と
血
管
が
細

く
な
っ
て
流
れ
が
悪
く
な
っ
た
り
、
最
悪

の
場
合
、
血
管
が
詰
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
う
な
る
と
心
臓
の
筋
肉

は
酸
素
や
栄
養
が
も
ら
え
ず
、
回
復
し
な

い
ほ
ど
支
障
を
来
し
て
動
か
な
く
な
っ
て

　

子
宮
内
膜
症
と
い
う
病
気
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
一
般
的
に
生
理

（
医
学
的
に
は
月
経
と
い
い
ま
す
）
の
と

き
に
、
お
な
か
や
腰
が
痛
く
な
る
原
因
に

は
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
長

期
間
に
わ
た
り
頑
固
な
痛
み
が
続
い
た
り
、

以
前
に
比
べ
て
痛
み
が
だ
ん
だ
ん
ひ
ど
く

な
る
場
合
に
は
、
子
宮
内
膜
症
と
い
う
病

気
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

子
宮
内
膜
症
で
は
、
生
理
痛
（
月
経

痛
）
の
ほ
か
、
性
交
（
セ
ッ
ク
ス
）
の
と

き
の
痛
み
、
排
便
痛
、
不
妊
症
な
ど
の
症

状
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

子
宮
内
膜
症
の
た
め
に
医
師
の
診
察
を

受
け
た
人
は
、
一
年
間
で
十
二
万
人
余
り

い
る
と
さ
れ
、
受
診
し
て
い
な
い
人
も
含

子
宮
内
膜
症
に
つ
い
て

産婦人科医療録　③ 循環器科③けんこうQ&A

禁　

煙　

治　

療

し
ま
い
ま
す
。
こ
の
状
態
が
心
筋
梗
塞
で

す
。
急
に
血
管
（
冠
動
脈
）
が
詰
ま
っ
た

急
性
心
筋
梗
塞
と
、
一
カ
月
く
ら
い
時
間

が
た
っ
て
落
ち
着
い
た
状
態
の
陳
旧
性
心

筋
梗
塞
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

Ｑ　

ど
の
よ
う
な
症
状
で
す
か
。

Ａ　

急
性
心
筋
梗
塞
で
は
胸
全
体
や
背
中
、

左
肩
、
左
腕
な
ど
に
急
に
痛
み
が
出
て
き

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
歯
が
痛
ん
だ
り

吐
き
気
や
み
ぞ
お
ち
辺
り
が
苦
し
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
症
状
は
治
ま
ら
ず
、

ひ
ど
く
な
る
と
息
が
で
き
な
い
く
ら
い
苦

し
く
な
っ
て
倒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
急
い

で
医
療
機
関
を
受
診
し
、
診
察
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
陳
旧
性
心
筋
梗
塞

の
場
合
に
は
息
切
れ
や
動
悸
、
体
の
む
く

み
と
い
っ
た
心
不
全
（
心
臓
が
弱
っ
た
状

態
）
の
症
状
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

ち
ん
き
ゅ
う
せ
い

　

そ
の
た
め
、
禁
煙
治
療
が
保
険
適
用

に
な
り
、
医
療
機
関
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
治
療
の
内
容
は
、
個

別
に
禁
煙
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
指
導
を
受

け
ら
れ
る
ほ
か
、
治
療
薬
を
処
方
し
て

も
ら
え
ま
す
。
治
療
薬
は
、
ニ
コ
チ
ン

切
れ
の
症
状
を
軽
く
す
る
だ
け
で
な
く
、

た
ば
こ
を
お
い
し
い
と
感
じ
に
く
く
す

る
効
果
を
持
つ
の
で
、
楽
に
禁
煙
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
禁
煙
を
始
め
る
の

に
遅
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
ぜ
ひ
か
か
り
つ
け
の
医
師
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ど
う
き

き
た


